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研究成果概要 
内水槽下部から温度の低い水を注入することによって、下から上への層流をつくることができ、対流がラドンを有効

体積内に巻き込むことがなくなる。したがって、循環注水の水温を低くコントロールすることが、ラドンからのバッ

クグラウンドを低く押さえることになる。ここ数年は、下図に示すように、水温のコントロールがうまくゆきラドン

低減の効果が良くあらわれている。 

SK-IVの1069日分のデータを用いて、太陽ニュートリノの低エネルギー部分の流量の計測をおこなった。一昨年度に

ようやく見え始めた Kinetic Energy、4.0MeVから4.5MwVで、太陽ニュートリノ信号をきれいに引きだす事が定常的

におこなうことができるようになった。 １０６９日のデータから4.0MeV閾値で１９９６２＋２２１
−２２０事象観測され

た。この測定結果から、太陽ニュートリノフラックスを出すと、 

２．３４±０．０３(stat.) ±０．０４(syst.) ( x 106/cm2/s)である。これは、SK-I, II, IIIの結果と一致してい



る。 

さらに、0.5MeV下げた3.5から4.0 MeVでは、図に示すように太陽ニュートリノのピークが、ようやく見え始めた。 

fittingで信号を引き出すと、763＋113
−111事象あることが分かる。振動解析には4.0MeV閾値でのデータをしようしてい

るが、今後は3.5MeV閾値のデータも使用可能であることが今回のデータにより示せた。 
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